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令
和
6
年

新

年

の

ご

挨

拶

地区人口　847 名
男　　性　400 名
女　　性　447 名
令和 5 年 11 月 1 日現在

　

2
月
25
日
（
日
曜
日
）「
い
む
た
池
梅
マ
ラ

ソ
ン
大
会
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
今
回
は
1
周
、

3
周
、
7
周
の
各
コ
ー
ス
ご
と
に
約
4
0
0

名
の
参
加
者
が
見
込
ま
れ
て
お
り
、
1
周
の

親
子
ペ
ア
に
加
え
、
各
コ
ー
ス
年
代
毎
に
表
彰

が
行
わ
れ
ま
す
。

　

ま
た
大
会
の
開
催
に
合
わ
せ
藺
牟
田
池
ス

テ
ー
ジ
前
広
場
で
は
、
約
20
店
舗
出
店
に
よ
る

マ
ル
シ
ェ
も
同
時
開
催
さ
れ
、
地
元
焼
酎
や
特

産
品
、雑
貨
、ス
ィ
ー
ツ
、キ
ッ
チ
ン
カ
ー
な
ど
、

マ
ラ
ソ
ン
に
参
加
さ
れ
な
い
皆
様
も
楽
し
め
る

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
へ
向
け
、
昨
年
末
地
元

有
志
及
び
わ
け
も
ん
ラ
ボ
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
実

行
委
員
会
も
立
ち
上
げ
ら
れ
、
開
催
準
備
が
勧

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
区
民
の
皆
様
の
多
く
の
ご

来
場
を
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り
ま
す
。

　

尚
、
マ
ラ
ソ
ン
大
会
へ
の
参
加
申
込
み
は

2
月
3
日
迄
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
皆
様
の

大
会
エ
ン
ト
リ
ー
も
お
待
ち
申
し
上
げ
て
お
り

ま
す
。（
詳
し
く
は
裏
面
チ
ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
）

生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催

2
月
11
日
（
日
曜
日
）
さ
ん
ア
リ
ー
ナ
せ
ん
だ
い

２
月 

25
日

い
む
た
池
梅
マ
ラ
ソ
ン
大
会

マ
ル
シ
ェ
同
時
開
催

藺
牟
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会

会
長　

大
木
幹
生

謹
ん
で
新
年
の
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
家
族
お
揃
い
で
健
や
か
な
新
年
を
お
迎
え

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、 

日
ご
ろ
よ
り
、 

コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ

活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
位
置
づ
け
が
5
類
に
移
行
し
、
イ

ベ
ン
ト
等
の
制
限
が
緩
和
さ
れ
、
5
月
の
藺
牟

田
池
マ
ル
シ
ェ
を
は
じ
め
、
祁
答
院
地
域
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
大
会
、
閉
校
記
念
校
区
大
運
動
会
、

町
内
一
周
駅
伝
へ
の
参
加
、 

ま
た
、
ふ
る
さ
と

歩
こ
う
会
・
ふ
れ
あ
い
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大

会
は
、
地
区
民
の
参
加
協
力
の
下
、
楽
し
く
親

睦
を
図
る
こ
と
が
で
き
、
少
し
ず
つ
、 

コ
ロ
ナ

禍
前
の
状
況
に
戻
れ
る
の
か
と
期
待
し
て
お
り

ま
す
。 

そ
の
中
で
、 

昨
年
よ
り
小
学
校
の
再
編

が
協
議
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
の
4
月

か
ら
祁
答
院
小
学
校
と
し
て
、
大
轟
小
学
校
跡

を
拠
点
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出
す
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。 

伝
統
あ
る
蘭
牟
田
小
学
校
の
閉
校

は
大
変
寂
し
い
こ
と
で
は
あ
り
ま
す
が
、
子
供

た
ち
が
、
環
境
の
良
い
場
所
で
、
多
く
の
友
だ

ち
と
伸
び
伸
び
と
勉
強
に
ス
ポ
ー
ツ
に
頑
張
っ

て
く
れ
る
も
の
と
願
っ
て
お
り
ま
す
。 

　

ま
た
、
令
和
6
年
度
は
、
第
6
期
地
区
振
興

計
画
の
下
、
地
域
づ
く
り
の
拠
点
と
し
て
「
地

区
住
民
の
総
意
に
基
づ
き
連
帯
協
調
し
て
地
域

活
動
の
活
性
化
を
図
る
」
を
基
本
に
魅
力
あ
る

地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
を
目
指
し
ま
す
の
で
皆
様

方
の
一
層
の
ご
指
導
ご
協
力
を
賜
わ
り
ま
す
よ

う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
そ
し
て
本

不
法
投
棄
に
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

2
月
11
日
（
日
曜
日
）
サ
ン
ア
リ
ー
ナ
せ

ん
だ
い
に
て
「
第
18
回
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
同
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
は
薩
摩
川
内
市
の
豊
か
で
多
種
多
様
な

自
然
や
人
々
に
よ
り
長
い
年
月
を
経
て
育
ま

れ
て
き
た
風
土
、伝
統
、文
化
、産
業
な
ど
「
地

域
力
」
を
学
び
の
場
に
活
用
し
、
子
ど
も
か

ら
高
齢
者
ま
で
市
民
が
い
つ
で
も
、
ど
こ
で

も
自
由
に
学
び
、
地
域
を
創
る
生
涯
学
習
社

会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
も

の
で
、
ロ
ン
ド
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
銅
メ
ダ
リ
ス
ト
、
迫
田
さ
お
り
さ
ん

の
講
演
会
を
は
じ
め
、
各
種
表
彰
、
市
内
コ

ミ
協
の
出
店
に
よ
る
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
食
堂
」

や「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

ブ
ラ
ン
ド
市
」
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

多
く
の
区
民
の
皆
様

の
ご
参
加
、
ご
来
場

を
お
待
ち
申
し
上
げ

て
お
り
ま
す
。

　

藺
牟
田
池
飯
盛
山
の
農
道
飯
盛
線
に
て
廃
タ

イ
ヤ
、
農
業
資
材
等
の
不
法
投
棄
が
2
件
確
認

さ
れ
、
薩
摩
川
内
警
察
署
に
届
出
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
地
区
の
環
境
美
化
推
進
委
員
の
皆
様
に

日
々
見
回
り
を
実
施
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す

が
、
皆
様
も
不
法
投
棄
を
確
認
さ

れ
た
際
に
は
祁
答
院
支
所
宛
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
粗
大
ゴ
ミ

及
び
産
廃
物
に
つ
い
て
は
適
切
な

処
分
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

原
子
力
防
災
訓
練
実
施
の
ご
案
内

　

2
月
10
日
（
土
曜
日
）
県
下
一
斉
に
原
子

力
防
災
訓
練
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
藺
牟
田
地
区

で
は
午
前
10
時
頃
の
訓
練
放
送
の
後
、
自
治
会

長
の
皆
様
等
、
地
区
代
表
者
の
み
に
よ
る
コ
ミ

セ
ン
へ
の
屋
内
避
難
訓
練
が
実
施
さ
れ
る
予
定

で
す
。
代
表
者
以
外
の
方
は
避
難
訓
練
参
加
の

必
要
は
ご
ざ
い
ま
せ
ん
。
ご
周
知
の
ほ
ど
宜
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和

6
年
消
防
出
初
式
開
催

表
彰
者
の
ご
紹
介

　

令
和
6
年
１
月
6
日
、
西
開
聞
町
川
内
川
河

川
敷
に
て
、「
令
和
6
年
消
防
出
初
式
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

本
出
初
式
で
は
消
防
団
活
動
に
長
年
貢
献
さ

れ
た
団
員
及
び
ご
家
族
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し

た
。
藺
牟
田
分
団
で
表
彰
さ
れ
た
皆
様
に
つ
い

て
、
日
頃
の
感
謝
を
込
め
て
こ
こ
に
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

■ 

薩
摩
支
部
長
表
彰
（
25
年
）

 
副
分
団
長 

脇　　

心
介　
さ
ん

機
能
別 

古
川　

伸
弘　
さ
ん

■ 

県
消
防
協
会
精
績
賞
（
15
年
）

 
班
長 
中
原　

幸
洋　
さ
ん

■ 

鹿
児
島
県
知
事
表
彰
・
勤
続
小
（
10
年
）

 

班
長 

福
森　

祥
太　
さ
ん

班
長 

有
川　

清
美　
さ
ん

岩
元　

隆
志　
さ
ん

山
﨑　

希
望　
さ
ん

　

令
和
6
年
ス
タ
ー
ト
と
な
る
元
旦
、
藺
牟
田

池
の
飯
盛
山
山
頂
が
、
初
日
の
出
詣
で
賑
わ
い

ま
し
た
。

　

藺
牟
田
地
区
住
民
や
新
年
を
キ
ャ
ン
プ
の
家

族
な
ど
地
区
内
外
か
ら
お
越
し
に
な
っ
た
約
50

人
が
ま
だ
薄
暗
い
早
朝
よ
り
飯
盛
山
山
頂
に
集

ま
り
ま
し
た
。
飯
盛
山
山
頂
は
昨
年
末
雑
木
の

伐
採
が
実
施
さ
れ
、
藺
牟
田
池
湖
面
も
含
め
た

3
6
0
度
の
眺
望
が
復
活
し
、
美
し
い
景
色

令
和

6
年
元
旦 

飯
盛
山
山
頂

初
日
の
出
詣
で
客
で
賑
わ
う

を
楽
し
む
こ
と
が
出
来
ま
す
。

7
時
17
分
の
日
の
出
時
間
を

静
か
に
待
ち
、
日
の
出
の
瞬

間
に
は
多
く
の
方
々
が
ご
来

光
に
手
を
合
わ
さ
れ
て
い
ま

し
た
。
皆
様
も
眺
め
が
格
段

に
良
く
な
っ
た
飯
盛
山
に
是

非
登
ら
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
。

年
が
平
和
な
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
、
皆
様
の
ご

健
勝
と
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し
上
げ
新
年
の
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。






